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「ここ だ、 この 音なん だよ。」 

あたま てら てら 

帽子 も 靴 も艷々 と 光る、 三十ば かりの、 しかるべき 

会社 か 銀行で 当時 若手の 利け ものと いった 風采。 ーッ、 

ようす 

容子は 似つかわしく 外国語で 行こう、 ヤング ゼン トル 

マンと いうの が、 その 同伴の、 —— すらりと して 派手 

あざやか しごき つま 

に 鮮麗な 中に、 扱 帯の 結んだ 端、 羽織の 裏、 棲 はずれ、 

ところどころ 

目立たないで、 ちらちらと 春風に ちらめ く処 々 に 

うつす おもい なやみ 

薄り と 蔭が さす、 何 か、 もの 思 か、 悩が 身に あり そ 

かさな はなびら くも リ 

うな、 ぱっと 咲いて 浅く 重る 花片に、 曇の ある 趣に 



似た が、 風情 は 勝る、 花の香 は その 隈 から、 幽に、 

行 違う 人 を 誘うて 時め く。 薫 を 籠め て、 藤、 菖蒲、 色 

の 調う 一枚 小袖、 長 襦袢。 その いずれも i が 糸 は 使わな 

いで、 ひとえに 浅 みどりの 柳の 葉 を、 針で 運んで 縫つ 

たように、 姿 を 通して 涼し さの 靡く と 同時に、 袖に も 

棲に も すらすらと 寂しの 添った、 痩せぎ すな 美しい 女 

に、 —— 今の を、 ト言 掛ける と、 婦人 は 黙って 頷 いた。 

の ど うすこう ばい 

が、 もう 打 頷く 咽喉の 影が、 半襟の 縫の 薄紅 梅に 白 

く 映る。 …… 

あれ 見よ。 この美し い 女 は、 その 膚、 その 簪、 そ 

ゆびわ すきとお 

の 指環の 玉 も、 とする 端々 透 通って 色に 出る、 心の 影 



る。 

その 響きに も 消えなかった。 

松 崎 は、 I 汽車の 轟 きの 下に も埋れ ず、 何等か 妨 

げ 遮る ものが あれば、 音と なく 響きと なく、 飜 然と 軽 

く 体を躱 わす、 形の ない、 思いのままに 勝手な 音の 

わきい まいめ ぐ 

湧出ず る、 空 を 舞繞る 鼓に 翼 ある ものら しい、 その 

うち はや すじかい 

打 囉す鳴 物が、 —— 向って、 斜 違の 角 を 広々 と 黒 塀で 

取 廻 わした 片隅に、 低い 樹立の 松 を 洩れて、 朱塗の 堂 



の 屋根が 見える、 i 荷 様と 聞いた、 境内に、 何 か 催し 

が ある …… その 音で あろうと 思 つ た。 

けれども、 欄干に 乗 出して、 も 一 つ 橋 越しに 透かし 

ねしずま とざ 

て 見る と、 門 は寝静 つたよう に 鎖して あった。 

ひびき 

いつの 間に か、 ト チトチ トン、 のんきら しい 響に 

ステ イシ ヨン うまや 

乗って、 駅と 書いた 本 所 停車場の 建 札 も、 駅と 読んで、 

なが まっか だるま さか とんぼ 

白日、 菜の 花を視 むる 心地。 真 赤な 達磨が 逆 斛斗を 

打った、 忙 がしい 世の 静麴屋 の 看板 さえ、 遠い 鎮守の 

たんぼみ ち 

鳥居め く、 田圃 道で も 通る 思いで、 江 東 橋の 停留所に 

着く。 

空 いた 電 車が 五 台ば か リ 、 燕が 行 抜けそう にがらん 



せて、 こう 言，. を 交わした の を 松 崎 は 聞 取った。 

さ て は 空音で はな いらし い。 

若 紳士が 言った の は、 例の、 おいてけ 堀、 片 葉の 蘆、 

うめ ぐら どぶ あずきば ば ぢ ようちん 

足 洗い 屋敷、 埋蔵の 溝、 小豆 婆、 送り 提燈 とともに、 

土地の 七不思議に 数えられた、 幻の 音曲で ある。 

言った 方 も 戯 に、 聞く 女 も串戯 らしく 打消した が、 

松 崎 は、 かえって、 うっかりし ていた，. 伝説 を、 夢の よ 

うに 思 出した。 

興 ある 事 かな。 

日 は 永し。 

今宫 辺の 堂宫の 絵馬 を 見て 暮し たという、 隙な 医師 



と 一 般、 仕事に 悩んで 持 余した 身体な り、 電車 はいつ 

でも 乗れる。 

となると、 家へ 帰る に はま だ 早い。 …… どうやら、 

橋の 上で 聞いた より は、 ここへ 来る と、 同じ 的の 無い 

中に も、 離 子の 音が、 間近に、 判然した らしく 思われ 

る。 一 つ は、 その 声の 響く の は、 自分ば かりで ない 事 

を 確め たせいであろう。 

その上、 世 を 避けた 仙人が 碁 を 打つ 響きで もな く、 

すすきが く おみなえし おとず ねいろ 

薄 隠れの 女郎花に 露の 音信る る 声で もない …… 音色 

こそ 違う が、 見 世 ものの, 子と 同じく、 気 を そそって 

人 を 寄せる、 鳴 ものら しく 思う から、 傾く 耳の 誘わる 



いていた が、 通りかかった 松 崎 を 見る と、 高らかに 一 

声 鳴いた。 

太陽 はたけな わに 白い。 

さつ おち まっさお 

颯と、 のんびりした 雲から 落 かかって、 目に 真 蒼に 

映った、 物置の 中の 竹 屋の竹 さえ、 茂った 山吹の 葉に 

見えた。 

町 は そこから 曲る。 

みち さしかか 

と 追分で 路が替 つて、 木 曾 街道へ 差掛る …… 

まてい えなみ のき あんどん 

左右 戸毎の 軒 行燈。 

うち 

ここに も、 そこに も、 ふらふらと、 春の 日 を 中へ 取つ 

ひと も も-つ 

て、 白く 点 したら しく、 真昼 浮 出て 蒙と 明るい。 いず 



れも御 泊り 木賃宿。 

しんしょう 

で、 どの 家 も、 軒より、 屋根より、 これが 身上、 そ 

うち ひさし さき 

の 昼行燈 ばかりが 目に 着く。 中には、 廂 先へ 高々 と 

とうろう もた 

燈 籠の ごとくに 釣った、 白 看板の 首 を 擡げて、 屋台骨 

つち けもの 

は 地の 上に 獣 の ごとく 這った のさえ ある。 

まき は み の おうみ 

吉野、 高 橋、 清 川、 模葉。 寝物語 や、 美 濃、 近 江。 

とど おいらん 

ここに あわれ を 留めた の は 屋号に された 遊女 達。 …… 

ひと もと くるわ ひと 

ちょ つと 柳が 一 本 あれば 滅びた 白昼の 廓 に 斉しい。 

よさむ しろ 

が、 夜寒の 代に 焼尽 して、 塚の しるしの 小 松 も あらず 

こう：：：. 'よう ありさま まつ リ よ 

…… 荒寥と して 砂に 人な き 光景 は、 祭礼の 夜に 地震 

して、 土の 下に 埋れた 町の、 壁の 肉 も、 柱の 血 も、 そ 



屋台の 正面 を 横に 見せた、 両方の 柱 を 白木 綿で 巻 立 

てた は 寂しい が、 左右へ 渡して 紅 金 巾 を ひらりと 釣つ 

た、 下に 横長な 掛 行燈。 



-坂 東よ せ 鍋 



おのえ てん ぷ ら 

-尾 上天 魅羅 

-大 谷お そば 

.巿 川 玉子 焼 

わん もリ 

-片岡 椀 盛 

• 嵐 お 荻 

. 坂 東 あべ 川 

-巿 村し る 粉 



一 沢 村 さしみ 

一 中 村 洋食 

初日 出揃い 役者 役人 車輪に 相 勤め 申 候 

すそ ノ J 

名の 上へ、 藤の 花 を 末 濃の 紫。 口上 あと 余白の 処に、 

赤い 福 面 女に、 黄色な 瓢箪 男、 蒼い 般若の 可 恐い 面。 

まつたけ はまぐり 

黒の 松葺、 浅黄の 蛤 、 ちょっと 蝶々 も あしらって、 

霞 を 薄く ぼかして ある。 

引 寄せられて 慕って 来た、 囉 子の 音に は、 これ だけ 

気の 合った もの は 無い。 が、 松 崎 は 読 返して みて 苦笑 

いした。 

坂 東 あべ 川、 巿村 しるこ、 渠は あまい 名 を 春 狐と 号 



して、 福 面 女に、 瓢簞 男、 般若の 面、 …… 二十 五 座の 

座附 きで 躯 出しの 狂言 方であった から。 —— 

じょうだん 

「 串戯 じ やない ぜ。」 

ひとりごと 

思わず、 声 を 出して 独 言。 

おと つ 

「親 仁さん、 おう、 親 仁さん。」 

なぞの も のぞ、 ここに 木賃の 国、 行燈の 町に、 壁 を 

抜 出た 楽が きの ごとく、 陽炎に 顕 れて、 我 を 諷する が 

ずきん 

ごとき 浅黄の 頭巾 は 9 

こども あいて 

屋台の 様子が、 小児 を 対 手で、 新 粉 細工 を 売る らし 

い。 片岡 牛鍋、 尾 上天 鞋羅、 そこへ 並べさせて みょう 

りょうけん 

了簡。 



たま じゃくし おし くら さま こども たか 

玉 杓子の 推 競で 群る 状に、 大勢 小児が 集って いた。 

おけらの 虫 は、 もじゃもじゃ もじ やと 皆 動揺め く。 

その 癖 静まって 声を立てぬ。 

直き その物 売の 前に 立ちながら、 この 小さな 群集の 

混合った のに 気が 附か なかった も 道理 こそ、 松 崎 は 身 

さじ キ J 

に 染みた 狂言 最中 見ぶ つの ひつ そりした 核 敷 うら を 来 

たも 同じ だと 思った。 

役者 は 舞台で 飛んだり、 刎ねたり、 子供 芝居が、 ば 

たばた ばた。 



おそば、 お 汁粉、 牛鍋なん ど、 紫の 房の 下に 筆ぶ とに 

記して あった …… 

松 崎が、 立 寄った 時、 カイ カイ カイと、 ちょうど 塀 

きもの しリ 

の 内で 木が 入って、 紺の 衣服に、 黒い 帯した、 円い 臀 

が、 躕を ひよ い、 と 上げて、 頭から その 幕へ 潜った の 

を 見た。 II 筵 舞台 は 行儀 わるく、 両方へ 歪んだ が。 

半月形に、 ほかほかと のぼせた 顔して、 取 廻 わした、 

小さな 見物、 わ やわ やと また 一 動揺。 

くずや はし かご 

中に、 目の 鋭い 屑屋が 一 人、 箸と 籠 を 両方に 下げて、 

ねめ ま 

挟んで 食えそう な 首 は 無し か、 とじろ じろ と 睨 廻 わす。 

もう 一 人、 袷 の 引 解きら しい、 汚れた 縞の 単衣 もの 



いた、 松 崎 は、 やっぱり 渠 等も囉 子の 音に 誘われて、 

なんに よ 

男女の どちらが 言 出した か、 それ は 知らぬ が、 連立つ 

さ つ- き 

て、 先刻の 電車の 終点から、 ともに 引 寄せられて 来た 

もの だと 思った。 

時に、 その 二人 も、 松 崎 も、 大方 この 芝居の 鳴 物が、 

うなず 

遠くまで 聞え たので あろうと 頷 く …… 離 子 は その 癖、 

ここに 尋ね 当った^ 下 は 何も 聞えぬ。 …… 

まくあい 

絵の 藤の 幕間で、 木 は 入った が 舞台 は 空しい。 

「幕が 長い ぜ、 開けろ い。 遣らね え か、 遣らね え か。」 

ほおかぶり ゆす 

とずん ぐり 者の 頰被は 肩 を 揺った。 が、 閉 つたば 

かり、 いささか も 長い 幕間で ない 事が、 自分に も 可 笑 



はなつ さき てぬぐい むすびめ 

しいか、 鼻先の 手拭の 結 目 を、 ひこ ひこと 遣って 笑う。 

様子が、 思い も 掛けず、 こんな 場所、 子供 芝居の 見 

物の 群に 来た、 美しい 女に 対して 興奮した ものら しい。 

実際、 雲の 青い 山の 奥から、 淡彩の 友染 とも 見え 

る、 名 も 知れない 一 輪の 花が、 細 谷川 を 里 近く 流れ か 

でて、 淵の tsl に 影 を 留めて 人目に 触れた 風情 あり。 

石斑^！^が飛んでも松葉が散っ ても、 そのまま 直ぐに、 

すらすらと 行方 も 知れず 流れよう、 それ を しばらくで 

も 引 留める の は、 ただ ちっとも 早く 幕 を 開ける 外 はな 

い、 と 松 崎の 目に も 見て取られた。 

「頼む ぜ 頭取。」 



ほおかぶり わめ 

頰被 がまた 喚く。 

六 

あたかも その 時、 役者の 名の 余白に 描いた、 福 面 女、 

ひょっと こ まく さかやき ごましお 

瓢簞 男の 端 をば さりと 捲る と、 月 代 茶色に、 半白の ちょ 

まげ かつら さが こ 

ん鬅仮 髪で、 眉毛の 下った 十ば かりの 男の児が、 

渋 団扇 〔# 「団扇」 は 底本で は 「団扉 匕 の 柄 を 引 握んで、 

ひよこり と 登場。 

「待って ました。」 

と頰 被が 声を掛けた。 



屋様。 月 代が 真青で、 鬢の 膨れた 色 身な 手代、 うんざ 

リ鬢の 侠が 一人、 これが 前へ 立って、 コ トン、 コ トン 

と 棒 を 突く。 

「や、 これ、 太吉 さん、」 

おおや さま あおさ かやき ちょうちん 

と 差配 様 声を掛ける。 中の 青 月 代が、 提灯 を持替 

えて、 

「はい、 はい。」 と 返事 をした。 が、 界隈の 荒れた 卵塔 

場から、 葬 I あと を、 引 攫って 来たらし い、 その 提灯 

は 白 張で ある。 

大屋 は、 力 ー ンとー っ赶を 叩いて、 

「大分 夜が 更けました。」 



えてね、 迷 児と 呼ばれて、 はい、 手前で ござい、 と 顔 

を 出す 奴 もね えもんで さ。」 とうん ざ リ鬢が 引取って 

言う。 

「まず さね …… それで 闇が りから 顔 を 出せば、 飛んだ 

妖怪で ござり ますよ。」 

青 月 代の 白 男が、 袖 を 開いて、 両方 を 掌で 圧え、 

「御 道理で ございます とも。 それが でございますよ。 

はい、 こうして 鉦 太鼓で 探 捜に 出ます 騒動で は ござい 

ますが、 捜されます 御 当人の 家へ、 声が 聞え ますよう 

おもてむき きまり 

な 近い 所で、 名 を 呼びまして は、 表 向の 事で も 極が 

こども じじば ば 

悪 う) y ざいましょう。 それ も 小 児 や 爺 婆なら まだし も、 



むぎわらざいく ま 

麦藁細工が 化けた ようで、 黄色の 声で 長せ た 事、 もの 

を 云う 笛 を 吹く か、 と 希有に 聞え る。 

美しい 女 は、 すっと 薄色の * 傘 を 閉めた …… ヴェ— 

ルを 脱いだ ように 濃い 浅黄の 影が 消える、 と 露の 垂リ 

すずし つ れ 

そうな 清 い 目で、 同伴の 男に、 ト瞳を 注ぎながら 舞台 

たちどま 

を 見返す …… その 様子が、 しばらく 立 停ろうと 云 うら 

しかった。 

なべ やきう どん 

「！：^焼！！魁純…」 

あおむ 

と 高らかに、 舞台で 目 を 眠る まで 仰向いて 呼んだ。 

「 …… ああ、 腹が 空いた、 餛飩 屋。」 

「へいへい、 頭、 難 有う ござります。」 



「ああ、 さて、 走り 人で ござり ますの。」 

「はしり 人と いうの じ やない ね、 同じよう でも、 いず 

れ 行方 は 知れん の だが。」 

はな 

と 差配 は、 チンと 渎を かむ。 

ひと ほほえみ 

美しい 女の 唇に 微笑が 見えた …… 

「いつの 事、 どこから、 そのお 姿が 見え なくなり まし 

た。」 

むしろ つ 

と 餛飩屋 は、 渋 団扇 を 筵 に 支いて、 ト 中腰に な つ て 

さ 

H く。 
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ので ござります かね。」 

「寿命 だよ。 ふん、」 と、 も 一 つかんで、 差配 は 鼻紙 を 

抉 へ 落す。 

「御 寿命、 へい、 何に いたせ、 それ は 御 心配な 事で。 

お 怪我が なければ 可う) j ざいます。」 

さい こいし はら つまず 

「賽の河原 は 礫 原、 石が あるから 躓いて 怪我 をす る 

事 もあろう かね。」 と 陰気に 差配。 

「何 を 言わ つし やります。」 

「いえさ、 餛飩屋 さん、 合点の 悪い。 その 娘 はもう 亡 

くな つたんで ございま すよ。」 と 青 月 代が 傍から 言 つ た 。 

「お前 様 も。 死んだ 迷 児と いう 事が、 世の中に ござり 



ます 力 レ 」 

「六道の 闇に 迷えば、 はて、 迷 児で は あるまい か。」 

もうじゃ 

「や、 そんなら、 お前 様 方 は、 亡者 をお 捜しな さり ま 

すの か。」 

しらは リぢ よ-つちん 

「そのための、 この 白 張 提灯。」 

おしろい しろ 

と 青 月 代が、 白粉の 白けた 顔 を 前へ、 ト ぶら りと 提 

げる。 

やみ 

「捜いて、 捜いて、 暗から 闇へ 行く 路じ や。」 

「て も …… 気味の 悪い 事 を 言いな さる。」 

「餛 飩屋、 どう だ 一 所に 来る か。」 

と 頭 は 鬼の ごとく 棒 を 突出す。 



餛飩屋 は、 ぁッと 尻餅。 

引 被せて、 青 月 代が、 

「ともに 冥途へ 連行かん。」 

きた おおや こわ づ くろい 

「来れ や、 来れ。」 と 差配 は 異変な 声 繕。 

ひとた ま 

ー堪り もな く、 餛 飩屋 はの めり 伏した。 渋 団扇で、 

頭 を 叩く と、 ちょん 髭 仮 髪が、 がさがさと 鳴る。 

「占めた ぞ。」 

「喰 遁げ。 」 

ささ こ 

と 囁き 合う と、 三人の 児 は、 ひょいと 躍って、 蛙の 

ように ポンポン 飛込む、 と 幕の 蔭に 声ば かり。 

—— 迷 児の、 迷 児の、 お 稲さん や あ II 



描け る 藤 は、 どんより と 重く 匂って、 おなじ 色に、 

きらきら ひと 

閃々 と金 糸の きらめく、 美しい 女の 半襟と、 陽炎に 影 

いまわり ひっそり にんず 

を 通わす、 居 周囲 は 時に 寂寞した、 楽屋の 人数 を、 狭 

ぃ処に 包んだ せいか、 張 紙 幕が 中 ほどから、 見物に 向 

いて、 風 を 孕んだ か、 と 膨れて 見える …… この 影が 

かぶ さ やれむ しろ しゃが 

覆蔽 るであろう、 破 筵 は 鼠色に 濃くな つて、 蹲み 込 

こども ぁリ は 

んだ児 等の 胸へ 持 上って、 蟻が 四 五疋、 うようよ と 這 つ 

おもて 

た。 …… が、 なぜか、 物の 本の 古びた 表面へ、 II 来 

れゃ、 来れ …… と 仮名で かきちらす 形が ある。 

見つつ 松 崎が 思う まで、 来れ や、 来れ …… と 言った 

ぢぉ， c- 

差配の 言葉 は、 怪しい まで 陰に 響いて、 幕の 膨らんだ 



につけても、 誰か、 大人が 居て、 蔭で 声 を 助けたら し 

く 聞え たのであった。 

見物の 児 等 は、 神妙に 黙って 控えた。 

頰被 の ずん ぐり 者 は、 腕 を 組んで 立った なり、 こく 

り ^ j くりと 居 眠る 

餛 飩屋 が、 ぼやん とした 顔 を 上げた。 さて は、 差 置 

いた 荷の かわりの 行燈 も、 草紙の 絵で はない。 

蟻 は 隠れた ので ある。 



「さあ、 どうぞ、 旦那 様、 奥様、 これへ お掛け 遊ばし 

て、 いえ、 もう 汚い ので ございま すが、 お立ちな すつ 

まし 

てい らっしゃ いますより、 ちっと は 増で ございます。」 

てぬぐい 

と 手拭で、 ごし ごし 拭い を 掛けつつ 云う。 その 手で 

II 一所に 持って 出たら しい、 踏 台が 一 つに 乗せて あ 

るの を 下へ おろした。 

「いや、 俺た ち は、」 

若い 紳士 は、 手首 白い の を 挙げて、 払い 退けそう に 

ひと 

した。 が、 美しい 女が、 意 を 得た という 晴 やかな 顔し 

て、 黙って そのまま 腰 を 掛けた ので。 

ぁリ がと 

「難 有う。」 



「わい、」 と 叫んで、 餛 飩屋は 舞台 を 飛 退く。 

十 一 

あだ なさけ ちょ-つじ 

この 古行燈 が、 仇 も 情 も、 赤く こぼれた 丁子の ごと 

すす こ 

く、 煤の 中に 色 を 籠め て 消えずに いて、 それが、 針の 

穴 を 通して、 不意に 口 を 利いた ような 女の 声に は、 松 

崎 もぎよ つ とした。 

餛飩屋 は 吃驚の 呼吸 を 引いて、 きょ とんと したが 

おいら い や こごえ ひとりごと 

「俺 あ 可 厭 だ ぜ。」 と 押 殺した 低声で 独 言 を 云った 

まくず 

と 思う と、 ばさりと 幕摺れ に、 ふらつ いて、 隅から 



「東西、 東西。」 

あおさ かやき いろみ ふつく わらわが お 

青 月 代が、 例の 色 身に 白い、 膨 りした 童顔 を 

まっしよ-つめん な 

真正面に 舞台に 出て、 猫が 耳 を 撫でる …… ト いった 

風で、 手 を 挙げて、 見物 を 制しながら、 おでんと 書い 

た 角行 燈を ひょいと 廻して、 ト 立直して 裏 を 見せる と ■ 

かねて 用意が してあった …… その 一 小 間が 藍 を 濃く 

まっさお 

真青に 塗つ てあつた。 

行燈が 化ける と 云った、 これが、 かがみの つもりで 

おお 

もあろう、 が、 上を蔽 うた 黒 布の 下に、 色が 沈んで、 

ひと むきあわ 

際立って、 ちょうど、 間近な 縁台の、 美しい 女と 向 合 

おもて なまめ 

せに 据えた ので、 雪な す 面に 影 を 投げて、 媚 かしく 



も 凄く も 見える。 

ひら リ くぐ 

青 月 代は飜 然と 潜った。 

それまで は、 どれ もこれ も、 吹 矢に 当って、 バッタ 

リと 細工 ものが 顕れる 形に、 幕へ 出入りの ひよ つ こ 

か こまった け はまぐり 

らさ 加減、 絵に 描いた、 小 松葺、 大きな 給 十ば かり 

一 所に 転げて 出そう であった が。 

舞台に 姿見の 蒼い 時よ。 

にん たてお やま 

はじめて、 白玉の ごとき 姿 を顕す …… 一 人の 立 女形、 

はぎ つ-ま さま うちわ 

撫 肩し なりと 脛 をし めつつ 棲 を 取った 状に、 内 端に 

かわい はくしん 

可愛らしい 足 を 運んで 出た。 糸 も 掛けない 素の 白身、 

雪の 練 糸 を 繰る ように、 しなやかな ものである。 



背丈 恰好、 それ も 十一 二の 男の児が、 文 金高 髭の 

仮 髪して、 含羞 だか、 それとも 芝居の筋の 襯染 のた め 

くわ うつむ 

か、 胸を啣 える 俯向き 加減、 前髪の 冷た さが、 身に 染 

む 風情に、 すべす ベと 白い 肩をすくめて、 乳 を 隠す 

嬌態ら しい、 片手 柔ぃ肱 を 外に、 指 を 反らして、 ひた 

おとがい おお 

リと附 けた、 その 頗 の あた リを蔽 い、 額 も 見せない 

むしろ かかと しずか 

で、 なよなよと 筵 に 雪の 踵 を 散らして、 静 に、 行燈 

の 紙の UK い ユ^。 

十二 



た 力 1^ たま 、.？ みだ レ 力 

集って 血 を 吸う のが 傷し さに、 蹈 台の 蚊 をし きりに 

気にした 

蹈 台の 蚊 は、 おかしい けれども、 はじめ 腰掛けた 時 

から、 間 を 措いて は、 ぶんと 一 つ、 ぶんと また 一 つ、 

穴から 唸って 出る …… 足と 足を摺 合わせたり、 頭 を 

棹ったり、 避けつ 払いつ していた が、 日脚の 加減 か、 

この 折から、 ぶくぶくと 溝から 泡の 噴く 体に 数 を 増し 

た。 

こうたい たか 

人情、 なぜか、 筵の 上の その 皓 体に 集らせたくない 

• つ しろ 

ので、 背後へ、 町へ、 両の袂 を 叩いて 払った。 

う うめ いきおい 

そして、 この 血に 餓えて 呻く 虫の、 次第に 勢 を 加 



けた ものが ある。 

「紅蓮、 大 紅蓮の 地獄に 来って、」 

と 大入道 は 樽の 首 を 揺 据えた。 

「わり や 雪女と なりおった。 が、 魔道の 酌 取、 枕 添、 

げいしゃ じょろう しやば きむすめ 

芸妓、 遊女の かえ 名と 云う の だ。 娑婆、 人間の 処女で 

…：- J 

また 絶句して、 うむと 一 つ、 樽に 呼吸 を 詰めて 支え 

ると、 ポ カンと した 叩頭 をして、 

「何 だつ けね、」 

と 可愛い 声。 

「お 稲、」 と 雪女が 小さく 言った。 



が 腰 をし やなりと 流す と、 すッ とこ 被りが、 ひょいと 

刎ねる、 と吉 原被り は、 ト招 ぎの 手附。 

はげ あおさ かやき かつら 

狸の 面、 と、 狐の面 は、 差配の 禿と、 青 月 代の 仮 髪 

ごましお あたま いたち 

のま ま、 餛飩屋 の 半白 頭 は、 どっち 付かず、 鼬の よ 

うな 面 を 着て、 これが 鉦で。 

時々、 きちきち きちきち という。 狐 はお 定 りの コン 

を 鳴く。 狸 は あやふやに、 モウと 唸って、 膝に のせた、 

腹鼓。 

囉 子に 合わせて、 猫が 三疋、 踊る、 踊る、 いや 踊る 

き， 。 

w ォ 

青い 行燈 とその 前に 突 伏した、 雪女の 島 田の まわり 



を、 ぐるりぐ るりと 廻る うちに、 三ッ目 入道 も、 ぬい 

と 立って、 のしの しと 踊 出す。 

続いて 離方惣 踊り。 フト 合方が、 がらり と替 つて、 

楽屋で 三味線の 音 を 入れた。 

I 必ず この 事、 この 事 必ず、 丹 波の 太郎に 沙汰す 

るな、 この 事、 必ず、 丹 波の 太郎に 沙汰す るな —— 

くちぐち みずぐ る ま 

と 揃って、 異口同音に 呼ばわりながら、 水車 を 舞 込 

むごと く、 次第び きに、 ぐるぐ るぐ る。 …… 幕へ 衝と 

消える 時 は、 何もの か 居て、 操りの 糸 を 引手 繰る よう 

さ つ 

に 颯と 隠れた。 

あお あんどん 

筵 舞台に 残ったの は、 青 行燈と 雪女。 



ひと こども 

美しい 女から、 七 八 人 小児 を 離れて、 二人 並んで い 

ま つ さき 

た 子守の 娘が、 これ を 聞く と 真 先に あとじ さり をした。 

言訳 だけ も 赤い 紐の 前掛 をして いたの は、 その 二人ぐ 

らいな もので、 …… 他 は 皆、 横 撫での 袖と くいこ ぼし 

の 膝、 光る の はた だ 垢ば かり。 

傍 から、 また 餛飩屋 が 出て 舞台へ 立った。 

おんながた しど ころ 

「これから 女形が 演処 なんだ ぜ。 居所が わりになる 

ん だけれ ど、 今度 は 亡者 じ やねえ よ、 活き てる 娘の 役 

いけね まえだれ 

だもの。 裸で は 不可え や、 前垂 を 貸しと くれよ。 誰 

ゝ ヽ I 

力 」 

ごしょ う 

「後生 だ つ てば、 」 



と美し い 女 は、 やや 急 込んで 言って、 病身ら しく 胸 

を 圧え た。 脱いだ 羽織の、 肩 寒そう な 一 枚 小袖の 

やさすがた い み 

嬌娜 姿、 雲 を 出で たる 月 かと 視れ ば、 離れた 雲 は、 雪 

つや あおやぎ 

女に 影 を 宿して、 墨絵に 艷 ある 青柳の 枝。 

す.. - 一 まっさお 

春の 月の 凄き まで、 蒼 青な、 姿見の 前に、 立直って、 

「お 稲です。」 

おぼろ 

と 云って、 ふと 見向いた 顔 は、 目鼻 だち、 水に 朧な 

ものではなかった。 

十六 



いまわ リ かみゆい 

かった —— 居 周囲の 細君 女房 連が、 湯屋で も、 髪 結で 

たや 

もま だ 風説 を 絶さぬ、 お 稲 ちゃんと 云った 評判 娘に 

そっくりな のであった。 

「私 も 今 はじめて 聞いて 吃驚した の。」 

その 時、 松 崎の 女房 は、 二階へば たばた と艇 上り、 

よろい しま はんてん くさずり みじか 

御 注進と 云う 処を、 鎧が 縞の 半纏で、 草摺 短な 格子 

の 前掛、 ものが 無常 だけに、 ト手は 飜 さず、 すな わ 

くろじゅす 

ち 尋常に 黒縐 子の 襟 を 合わせて、 火鉢の 向う へ 中腰で 

細くなる 

くし まき 'きき 

髪 も 櫛卷、 透 切れの した 襦 子の 帯、 この 段 何とも 

いたしかた 

致 方がない。 亭主、 号が 春 狐で あるから、 名 だけ は 



十七 

としごろ きりょう ぜん 

「妙齢で、 あの 容色です からね、 もう 前にから、 いろ 

きま 

いろ 縁談 もあった そうです けれど、 お 極り の 長し 短し 

でいた 処、 お 稲 ちゃんが 二三 年 前まで 上って いなす つ 

おおざらい 

た …… でも 年 一 一季の 大 温習に は 高台へ 出たん だそう で 

す …… 長唄のお 師匠さん の 橋渡しで。 

- つち 

家 は 千駄木 辺で、 お父さん は 陸軍の 大佐 だか 少将 だ 

か、 それで 非職て るの。 その 息子さんが 新しい 法学士 

ほし 

なんです つて …… そこから ね、 是非、 お嫁さんに 欲い つ 

て 言つ たんです とさ。 



まだ 卒業 前です から、 お 取 極め は、 いずれ 学校が 済 

ん でから ッて 事で、 のびのびになって いたんだ そうで 

すがね。 

去年の 春、 お茶の水の 試験が 済む と、 さあ、 その 

あくるひ いきおい せきこ 

翌日に でも 結納 を 取替 わせる 勢 で、 男の 方から 急 込 

んで 来たんで しょう。 

にえき 

けれども、 こつ ちぢ や 煮 切らない、 というの がね I 

I あの、 娘に はお 母さんが ありません。 お父さん とい 

うの は 病身で、 滅多に 戸外へ も 出な さらない、 何でも 

中気 か 何から しいんです —— 後家さん で、 その 妹さん、 

お 稲 ちゃんに は 叔母に 当る、 お婆さんの ハイカラが 取 



毎日の ように 取替え て、 欠かさずに 湯に 入って、 綺麗 

ねおしろ い 

にお 化粧 をして、 寝る 時 はきつ と 寝白粧 をし たんで 

すって。 

しらは べに すご 

皓歯に 紅よ、 凄い ようじ やない 事、 夜が 更けた、 

いろつや 

色艷 は。 

そして 二三 度 見つかりました とさ。 起 返って、 帯 を 

お 太鼓に きちんと ズめ るの を —— お 稲 や、 何 をお し 

だって、 叔母さんが 咎めた 時、 —— 私 はお 母さんの 許 

へ 行く の 11 

まくらもと 

そう 云って ね、 枕許へ ちゃんと 坐って、 ぱっちり 目 

を 開けて 天井 を 見て いるから、 起きて るの かと 思う と ■ 



現 で 正体が な いんです とさ。 

思 詰めた もの だ わね え。」 

十八 

「まだね。 危 いってな いの。 聞いても、 ひやひや する 

そつ たんす ひきだし 

の はね、 夜中に 密と 箪笥の 抽斗 を 開けたん です よ。」 

「法学士の 見合いの 写真 9 …… 」 

「いいえ、 そんなら li- いけれ ど、 短刀 を密と 持った の、 

まもりがたな 

お母さんの 守護 刀 だそう です よ …… そんな 身 だしな み 

のあった お母さんの 娘なん だから、 お 稲 ちゃんの、 あ 



の、 きりり として …… 妙齢で 可愛い 中に も 品の 可 かつ 

た 事 を 御覧なさい。」 

「余り 言う の はよ せ、 何だか 気 を 受けて、 それ、 床の 

間の 花が、」 

「あれ、」 

ときいろ すか おとめつ ばき 

と 見向く、 と朱鷺 色に 白の 透し の 乙女 椿が ほつ りと 

熟と 視 たが、 狭い 座敷で 袖が 届く、 女房 は、 くの 字 

に 身 を 開いて、 色のう つるよう 掌 に 据えて 俯向いた _ 

隙間 もる 冷い 風。 

「ああ、 四 辻が ざわざわ する、 お 葬式が 行 くんです よ。」 



ものから、 足袋まで、 綺麗に 片 づけて、 火 K 斗 を 掛け 

しま 

て、 ちゃんと 蔵って、 それなり 手 を 通さないでも、 も 

のの 十日 も 経つ と、 また 出して 見て 洗い直す までにし 

あかん ぼ 

て、 頼まれた もの は、 兄さんの 嬰児のお しめさえ 折り 

めの 着く ほど 洗濯して さ。」 

あかん ぼ 

「おやおや、 兄の 嬰児の 洗濯 かね。」 

あによめ 

「 嫂 というの が、 ぞろリ として 何にもし やしません 

やね。 また ちょっと ふめ るんだ わ。 そり やお 稲ち やん 

そば ょッっ 

の 傍へ は 寄附け もしません けれども。 それでもね、 妹 

が 美しい から 負けない ようにって、 —— どういう 

りょうけん きリ よう と 

了簡です かね、 兄さんが 容色 望みで 娶 つたって いう 



んか。 惜 まれる 娘 は 違う わね。 

ぐっと 取 詰めて、 気が 違った 日 は、 晩方、 髪 結さん 

が 来て、 鏡台に 向って いた 時です つて。 夏の 事で ね、 

庭に 紫陽花が 咲いて いたせい か、 知らない けれど、 そ 

の 姿見の 蒼 さったら、 月 もささなかった つて 云 うんで 

すがね。 II そして、 お 稲 ちゃんの その 時の 顔ぐ らい、 

色の 白い つ て 事 は 覚えな いんです とさ —— 

髪 結さん が、 隣家の 女房へ 談話なん です。 

同 一 のが 廻ります からね。 

隣家と、 お 稲ち やん 許と、 同一 の は、 そり や 1^ いけ 

れど、 まあ、 飛んでも ない 事 …… その 法学士 さんの 家 



きました とさ。 

こ おし 

でも、 髪 結さん は、 あの 娘の 髪の 事ば かり 言って 惜 

やわらか つや 

がって るそう です よ。 あんな、 美しい、 柔軟な、 艷の 

li- い 髪 は 見た 事がない つてね、 —— 死骸 を 病院から 引 

取る 時 も、 こう 横に 抱いて、 看護婦が 二人で 担架へ 移 

そうとす ると、 背中から、 ずッ とか かって、 裾よりか 

長う ござんした つ て …… ほんとうに 丈に も 余る と いう 

んだ わね。」 

おし 

「ああ …… 聞いても 惜ぃ …… 何のた めに、 髪まで そん 

なに 美しく 世の中へ 生れて 来たんだ。」 

なじ せきこ たた 

春 狐 は 思わず、 詰る がごと く 急 込んで 火鉢 を敲 いた。 



「ああ、 その 椿 は、 成りた け 川へ。」 

「流しましょう ね、 ちょっと 拝んで、」 

と 二階 を 下りる 〔#「 と 二階 を 下りる」 は 底本で は 「「と 

二階 を 下りる 匕、 ：：： その 一 輪の 朱鷺色 さえ、 消えた 娘 

の 面影に 立った。 

が、 幻なら ず、 最も 目に 刻んで 忘れな いのは、 あの、 

夕暮 を、 門に 立って、 恍惚 空を視 めた、 およそ 宇宙の 

極まる 所 は、 艷 やかに 且つ 黒き その 一 点の 秘密で あろ 

うと 思う、 お 稲の 双の 瞳であった。 

同じ その 瞳で ある。 同じ その 面影で ある。 …… 

—— お 稲です —— 



見える。 

「止せ！ 品 子さん。」 

「li- いわ。」 

「見っともな いよ。」 

「私 は 構わない の。」 

二十 一 

「ねえ、 お 稲さん、 どうす るの。」 

とまた 優しく 聞いた。 

「どうす るって、 何、 小母さん。」 



と 見返り もしないで、 

「見ます よ、 見る けれどもね、 ちょっと 聞かして 下さ 

いな。 ね、 いい 児 だから。」 

「だって、 言った つて、 芝居 だって、 同一なん です も 

の、 見て いらっしゃい。」 

「急ぐ から、 先へ 聞きたい の、 ええ、 ^ 可い。」 

お 稲 は 黙って 頭 を 棹る。 

「まあ、 強情 だ わね え。」 

「強情で は ござり ませぬ。」 

と 思いが けず 幕の 中から、 皺 がれた 声を掛けた。 美 

ひと つ 

しい 女 は 瞳 を 注いだ、 松 崎 は 衝と踏 台 を 離れて 立った。 



II その 声 は 見越 入道が 絶句した 時、 II 紅蓮 大 紅蓮 

とつけ て 教えた、 目に 見えぬ ものと 同一であった。 

「役者 は 役 をし ますの じ や。 何も 知り ませぬ。 貴女が 

お急ぎで あらば の、 お 裳 をお 返し 申す が li- い。」 

と 半ば 舞台に 指揮 をす る。 

「いいえ、 羽織なん か、 どうで も 可い の、 ただ 私、 気 

にな るんで す。 役者が 知らないなら、 誰でも 構い ませ 

ん。 差支えなかったら 聞かして 下さい。 一体 ここ は ど 

こなんです。」 

「六道の 辻の 小屋が け 芝居 じ や。」 

と 幕が 動く ように 向う で 言った。 



の、 若い 男と、 美しい 女と、 祝言して 仲の 睦 じい 話 を 

する のじ や。 

その 男と いうの はの、 聞かつ しゃれ、 お 稲の 恋 じ や 

わい の、 命じ やわい の。 

きたな よく まなこ くら 

もうもう 今まで とてもな、 腹の 汚い、 慾に 眼の 眩 

んだ、 兄 御の ために 妨げられて、 双方で 思い 思うた、 

驚が る 縁が 繋がれぬ、 その 切な さで、 あわれ や、 か ぼ 

そい、 白い 女が、 紅蓮、 大 紅蓮、 …… 」 

ああ、 li- 厭な。 

「阿 鼻 焦熱の 苦悩から、 手足が はり、 肉 を 切 こまざい 

た 血の 池の 中で、 悶え 苦んで、 半ば！^ き、 半ば 死んで、 



生き もやらねば 死に も 遣らず、 死に も 遣らねば 生き も 

遣らず、 呻き 悩んで いた 所 じ や。 

お 力な はす 

また 万に 一 つもと、 果敢い、 細い、 蓮の 糸 を 頼んだ 

きば 

縁 は、 その 話で、 鼠の 牙に フッッ リと食 切られた が、 



きちがい ぃリ 

ドンと 落ちた 穴の 底 は、 狂気の 病院 入 じ や。 この 段 

替れ ばいの、 狂乱の 所作 じゃぞ や。」 

と言う。 風が 添った か、 紙の 幕が、 煽つ II 煽つ。 

お 稲 は 言に つれて、 すべて 科 を 思った か、 振が 手に 

うっかり 乗って、 恍惚と 目を睜 つた。 …… 



ひと かたま リ かすか あおぞら 

むくと、 雲の 白 さが 一 団 残って、 底に 幽に蒼 空の 見 

はる 

える ：：： 遥かに 遠い 所から、 たとえば、 ものの 一里 も 

さ き うしろ ひ おそ 

離れた 前途から、 黒雲 を 背後に 曳ぃ て 襲い 来る，、， J とく 

見て取られた。 

のぞ 

それ、 もう そこに、 編 笠 を 深く、 舞台 を視 く。 

しょうぎ 

いつの 間に か 帰って来て、 三人に 床几 を 貸した 古 女 

房 も 交って 立つ。 

かしこ ぬし きし 

彼処に 置 捨てた 屋台 車が、 主 を 追うて 自ら 軋る かと、 

ひびき うね ごろごろ らい さつ 

響が 地 を 畝って、 轟々 と 雷の 音。 絵の 藤 も 風に 颯と 

力なた 

黒い。 その 幕の 彼方から、 紅蓮、 大 紅蓮の その 声、 舌 

しゃべ 

も 赤う、 ひらめく と 覚えて、 めら めら と 饒舌る。 …… 



眷 親属、 己が 身勝手な 利 慾の ために、 恋をせ かれ、 情 

き おなじ くるいじに 

を 破られ、 縁 を 断られて、 同一 思いで、 狂死す る わい 

の。 あの、 厄年の 十九 を 見され、 五 人、 三人 一時に 亡 

せる じ やろうが の。 死ねば 思いが 黒髪に 残って その 一 

筋が また 同じ 女と 生れる、 生き かわる わい の。 死に か 

わる わい の。 

その 誰もが 皆 揃うて、 親兄弟 を 恨む、 家 眷親属 を 恨 

う ら あやめ 

む、 人 を 恨む、 世 を 恨む、 人間 五常の 道 乱れて、 黒白 

も 分かず、 日を蔽 い、 月 を 塗る …… 魔道の 呪詛じ や、 

何と！ 魔の 呪詛を 見せます のじ や、 そこ をよう 見 

さっし やる が li- い。 



お 稲の 髪の、 乱れて 摩く 処 をのう。」 

「死んだ お 稲さん の 髪が 乱れて …… 」 

と美し い 女 は、 衝と鬢 に 手 を 遣った が、 ほ つれ 毛よ 

り も 指が 揺いで、 

「そして、 それから はえ？」 

さつ 

と： K と 言/つ 

「此方、 親が あらば 叱ら さりょう。 よう、 それからと 

聞きた がるの、 根 問い をす るの は、 愛嬌が 無うて よう 

おなご は どい 

ない ぞ。 女子 は 分けて、 うら 問い 葉 問 をせ ぬ もの 

じ や。」 

雲の 暗 さが 増す と、 あたりに 黒く 艷が 映す。 



く 

「おおお お、 誰 や 知らぬ、 その 二度 添と いうの はの、 

のぞみ 

…… お 稲が 望が 遂げなん だ、 縁の 切れた 男に、 後で 

まくら ぞぇ おなご しゃば 

枕 添と なった 女子の 事い の。 …… 娑婆 はめで たや、 

虫の li- い、 その 男 はの、 我が 手で 水 を 向けて、 娘の 心 

さ き 

を 誘うて おいて、 弓で も 矢で も 貫こう 心 はなく、 先方 

くわ す さ 

の 兄 者に、 ただ 断り 言われた だけで 指 を 銜えて 退った 

いの、 その上に の。 

我 勝手 や。 娘が こがれ 死 をした と 聞けば、 おのれが 

うぬ ぼ ふところ 

顔 を かがみで 見る まで、 自惚れての。 何と、 早 や 懐中 

に 抱いた 気で、 お 稲 は その 身の 前 妻 じ や。 —— 



「帰ろう、 品 子、 何 をし とる。」 

紳士 はずかず かと 寄って、 

「詰らん、 さあ、 帰 るんで す、 帰 るんだ。」 

とせり 着く ように 云った が、 身動き もしない の を 見 

て、 堪リ かねた 体で、 ぐいと 美しい 女の 肩 を 取った。 

「帰らんで すか、 おい、 帰らん のか。」 

その 手 は衝と 袖で 払われた。 

「貴方 は 何です。 女の 身体に、 勝手に 手 を 触って li- い 

んで すか。 他人の 癖に、 …… 」 

「何 だ、 他人と は。」 

噴気になる と、 …… 



美しい 女 は、 そんな もの は、 と 打棄る 風情で、 吃と 

また 幕に 向って 立直った。 

「そこに 居る 人 …… お前さん は 不思議に、 よく 何 か 

知って おいで だね、 地獄、 魔界の 事まで 御存じ だね。 

えら へんげ 

豪い のね。 でも 悪魔、 変化ば かリ ではない、 人間に も 

神 通が あります。 私が 問うたら、 お前さん は、 ^^って 

聞け と 言い ましたね。 

私 は 即座に、 その 二度 添、 そのう わなり、 その後 妻 

に、 今 ここで 聞きました。 …… 

お 稲さん が 亡くなつ てから、 あとの その後 妻の 芝居 

を、 お前さんに 聞かせましょう か。 聞かせましょう か- 



白い 花 を、 後妻に なれと 言いました。 

贅沢です、 生意気です、 行 過ぎて います。 思った 恋 

をし 遂げないで、 引 込んだら 断念 めれば 可い、 そのた 

めに 恋人が、 そうまで にして 生命 を棄 てた と 思ったら、 

自分 も 死ねば li- いんです。 死なれなければ、 死んだ 気 

になって、 お 念仏 を 唱えて いれば 可 いんです。 

力が、 男に 足りないで、 殺させた 女 を 前 妻 だ、 と 一 

人 極めに して、 その上に、 新妻 を 後妻に なれ、 後妻に 

する、 後妻の 気で おれ、 といけ 洒 亜々々 として、 髪 を 

どじょう ひげ 

光らしながら、 鰌 髭の 生えた 口で 言う の は 何事で 

しょうね。」 



一個が 白 脛 を 取って、 宙に 釣る と、 綰 ねの 緩んだ 扱 帯 

が 抜けて、 紅 裏が 肩 を、 U つた …… 雪女 は 細りと あか 

ら さまにな つたと 思う と、 すらりと 落した、 肩 なぞえ 

の 手 を 枕に 、がっくりと 頸が 下って、 目 を 眠った。 そ 

の 面影に 颯と 影、 黒髪が 丈に 乱れて、 舞台より 長く 敷 

いたの を、 兇悪 異変な 面 二つ、 ただ 面の ごとく 行燈ょ 

り 高い 所 を、 ずるずると 引いて、 美しい 女の 前 を 通る- 

幕に、 それが 消える 時、 風が 擲 つが ごとく、 虚空 か 

ときいろ 

ら、 —— 雨 交りに、 電光の 青き 中 を、 朱鷺 色が 八重に 

縫う 乙女 椿の 花 一輪。 はたと 幕に 当って 崩れ もせず… 

…お 稲の 玉な す胸に 留まって、 たちまち 隠れた。 



さん を —— 女 はね、 女 はね、 そんな 弱い もの じ やない _ 

私 を 御覧。 」 

はたた、 はたた 神。 

なむさん ぼう 

南無 三宝、 電光に 幕 あるの み。 

「あれえ。」 と 聞え た。 

瞬間、 松 崎 は 猶予った が、 棄て おかれぬ の は、 続い 

て、 編 笠した 烏と 古 女房が、 衝と幕 を 揚げて 追 込んだ 

事で ある。 

しの すだれ 

手 を 掛ける と、 触る ものな く、 篠 つく 雨の 簾が 落ち 

た。 

と 見る と、 声の した もの は 何も 見えない。 三つ 目 入 



黒髪 は 消えなかった。 

大正 二 二 九 一 三) 年 五月 
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